
平素よりお世話になっております。 

2 月上旬に発生して健康上の事案について、現状と今後の対応についてご報告したくご連

絡差し上げました。 

 

A. 提携医療機関からの公式見解 

B. 安全・衛生管理システムの構築 
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【A. 提携医療機関からの公式見解】 

  

昨日 3 月 26 日（木）に弊校の提携医療機関である「ことびあクリニック」の医師より、 

B'Cebu における現状の医療提供状況や今後の対応について、公式見解をいただきました。 

 

前回、2 月 24 日にも同様の所見、および見解をいただいており、そこから 1 ヶ月経った現

在の医療対応状況がわかる資料となります。 

下記は日本語訳ですが、英文原本は添付「20260326_OFFICIAL FOLLOW-UP MEDICAL 

REPORT」をご確認ください。 

 

1. 総合評価：「安定化および改善傾向」 

推移分析： 

2026 年 2 月初旬から 3 月中旬にかけての継続的なモニタリングに基づき、消化器症状を訴

える学生数は 2 月中旬以降、一貫して減少傾向を示しています。 

また、直近の受診者数は、過去において最も患者数が少なかった時期と同程度の水準まで

減少しています。 

現在の状況： 

本報告日時点において、新規症例数は顕著に減少しており、直近数週間において異常な増

加や集中的な発生は確認されていません。 

医学的評価： 

初期段階と比較して、本状況は「コントロール可能な段階」から「安定し改善している段

階」へと明確に移行したと評価されます。 

2. 臨床所見および患者経過 

重症度の分布： 

• 大多数の症例は軽度から中等度の消化器症状に分類されました  

• 過去 3 週間において新たな重症例の報告はなく、これまでに確認された重症例に

ついては適切に外部医療機関への紹介および治療が行われました  



回復状況： 

• 多くの学生はすでに回復、または回復最終段階にあります  

• 広範な後遺症や長期化する症例は確認されていません  

3. 医学的観点からの解釈 

臨床パターン、経過、および回復状況に基づき、以下の通り評価されます： 

• 本事象は自然軽快する消化器系疾患と整合するものです  

• 全体の推移は現在進行中または拡大傾向のアウトブレイクを示すものではありま

せん  

• 現時点において、持続的な感染伝播を示す証拠は認められていません  

• 本件で観察された症例は、一般的な市中発生型消化器症状の範囲内に収まるもの

と考えられます  

• 医学的および継続的な観察に基づき、現在の有症状者の割合は観察期間の中でも

最も低い水準の一つにまで減少しています。 

この傾向は、強化された衛生管理および予防措置が有効に機能していることを示している

と考えられます  

4. 対応措置の評価 

当該教育機関の対応は以下の点において適切であったと評価されます： 

• 医療機関との連携およびモニタリングが迅速かつ適切に実施されたこと  

• 事象の拡大防止に有効に機能したこと  

• 学生の回復および安全確保において十分な支援体制が整備されていたこと  

5. 現在のリスク評価 

現時点において： 

• 校内の健康状況は安定的かつ管理可能な状態にあります  

• 大規模な拡大リスクは低い水準にあると評価されます  

6. 今後の推奨事項 

状況は安定していますが、以下の継続が推奨されます： 

• 衛生管理およびモニタリング体制の維持  

• 有症者への早期対応  

• 医療機関との連携維持  

7. 今後のクリニック運営および緊急時対応について 

医療的に安定化が確認されたことを踏まえ、今後の運営は最適化しつつ、柔軟な対応体制

を維持します。 

ドクター往診時間（2026 年 4 月 6 日以降）： 

• 平日：10:00～11:30  

• 土日祝：往診なし  

ナース体制： 



• 平日 09:00～18:00（変更なし）  

オンライン診療： 

• 往診時間外でも、クリニックにナースがいる時間中はドクターとのオンライン診

療可能  

拡張対応： 

• 状況に応じて往診時間・頻度は即時拡張  

海外旅行保険対応： 

 

日本国内契約の海外旅行保険加入者は、ことびあクリニック公式 LINE にて 24 時間オンラ

イン診療が可能です。 

公式見解 

本件は医学的に改善傾向が確認されており、現在は低リスクかつ安定した状態にあります。 

当校の対応は適切に実施されており、必要な安全対策が維持されていることを確認してい

ます。 
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上記にもございますが、現状に合わせてドクター往診のスケジュールと時間が調整されま

す。 

 

今回の最新の見解を受け、安全にご留学できる状況に戻っていきている、と学校として認

識しております。 

しかし、お客様や代理店様の不安を払拭するために、今後の対応や方針について、次にご

案内申し上げます。 

 

【B. 安全・健康管理システムの構築】 

B'Cebu では安全・健康管理システム（Safety & Health Management System）の構築をして

いきます。 

今回の健康上の事案を受け、事案発生の原因の特定にはいたっておりませんが、 

学校として再発防止と万が一の事態に備えて、生徒様の安全と健康を第一に考えたシステ

ムとなります。 

安全・健康管理システムは以下の 4 つの柱があります。 

1. Food Safety（食品安全管理） 

2. Water Safety（水の安全管理） 

3. Pest Control（害虫管理） 

4. Medical & Infection Control（医療・防疫体制） 

この 4 つの柱を軸にして、これまで以上に安心して留学生活を過ごせる仕組みと環境を整



備していきます。 

詳細は添付の資料「Safety & Health Management System」をご確認ください。 
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本事案で生徒様、代理店の皆様にご心配とご面倒をおかけしており、誠に申し訳ございま

せん。 

引き続き、安全・衛生管理システムを推進し、安全で安心して留学生活を送れる学校とな

るよう邁進してまいります。 


